
真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て

二
八
四

真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て

日
本
語
の
歴
史
に
お
け
る
漢
字
の
受
容

麦
、
マ

野
　
　
敏
　
　
彦

で
差
異
が
生
じ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
平
安
時
代
の
識
字
層
が
用
い
た
漢
字
の
字
種
を
調
べ
る
手
だ
て
と
し
て
、
宮

島
達
夫
氏
の
『
古
典
対
照
語
い
表
』
（
笠
問
書
院
　
一
九
七
一
年
）
に
な
ら
っ

て
、
小
右
記
、
権
記
（
以
上
一
部
）
、
日
本
霊
異
記
（
上
巻
）
、
将
門
記
、
陸
奥

話
記
、
尾
張
国
解
文
、
高
山
寺
本
古
往
来
、
田
氏
家
集
の
八
文
献
を
資
料
と
し

た
『
平
安
時
代
漢
字
文
献
対
照
漢
字
表
』
を
作
成
し
た
が
（
「
『
平
安
時
代
漢
字

文
献
対
照
漢
字
表
』
作
成
の
試
み
　
　
平
安
時
代
の
識
字
層
が
用
い
た
漢
字
調

査
の
て
だ
て
と
し
て
　
　
」
大
阪
成
躁
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
３
１
号
に
一
部

を
示
し
た
）
、
テ
キ
ス
ト
を
電
子
化
す
る
過
程
で
、
同
一
文
献
に
「
怪
」
「
惟
」
、

「
舞
」
「
憐
」
な
ど
と
あ
る
複
数
字
体
の
処
理
に
苦
慮
し
た
。
異
体
字
の
処
理
の

問
題
は
翻
刻
の
と
き
に
も
問
題
と
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
複
数
文
献
の
漢
字
を

比
較
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
処
理
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
統
計
の
上

　
た
と
え
ば
、
翻
刻
の
方
針
が
異
な
る
活
字
本
の
三
文
献
を
資
料
と
し
た
場
合
、

Ｃ
文
献
の
「
惟
」
を
、
「
怪
」
の
異
体
字
で
あ
る
と
考
え
、
現
行
通
行
字
体
で

あ
る
「
怪
」
の
字
体
に
直
せ
ば
、
「
怪
」
は
、
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
三
文
献
共
通
漢
字

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
Ａ
文
献
の
「
惟
」
も
「
怪
」
に
直
す
こ
と

に
な
る
。
「
惟
」
を
「
怪
」
に
直
す
に
は
、
Ａ
文
献
の
「
怪
」
「
惟
」
、
Ｂ
文
献
、

Ｃ
文
献
の
「
怪
」
「
惟
」
が
、
各
文
献
に
お
い
て
同
一
の
意
味
あ
る
い
は
語
を

表
わ
し
て
い
る
と
認
め
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
「
怪
」
と
「
惟
」

の
意
味
あ
る
い
は
表
記
し
て
い
る
こ
と
ば
が
違
っ
て
お
れ
ば
、
「
惟
」
を
「
怪
」

に
変
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
漢
字
の
形
・
音
・
義
の
音
と
義
と
が
同
一



の
と
き
に
、
二
つ
の
形
の
異
な
る
字
体
を
持
つ
漢
字
を
異
体
字
と
呼
ぶ
と
す
れ

ば
、
音
あ
る
い
は
義
が
違
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
二
っ
の
字
は
別
字
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
一
つ
の
文
献
に
、
「
怪
」
と
「
惟
」
の
よ
う
に
二
つ
の
字
体
が
見

え
る
と
き
、
そ
れ
を
複
数
字
体
と
呼
び
、
そ
の
複
数
字
体
を
と
お
し
て
、
日
本

語
の
歴
史
に
お
け
る
漢
字
の
受
容
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
『
真
福
寺
本
将
門

記
』
を
例
に
考
察
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
用
例
の
出
所
を
示
し
て
い

な
い
例
は
す
べ
て
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
一
勉
誠
杜
文
庫
一
で
あ
る
。

　
鈴
木
恵
氏
「
将
門
記
古
写
本
二
本
対
校
資
料
」
（
「
東
洋
大
学
短
期
大
学
紀

要
」
１
４
号
　
一
九
八
三
年
）
が
、
指
摘
さ
れ
る
「
二
つ
の
字
体
」
の
う
ち
の

「
余
」
「
除
」
以
外
の
例
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
語
に
違
い
が
な

く
、
異
体
字
と
し
て
処
理
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
１
汝
在
世
之
時
（
鵬
行
）

　
　
　
ワ
レ

　
　
２
予
在
十
廿
之
時
（
醐
行
）

　
　
　
　
ヒ
テ
　
　
　
ニ
ケ
　
ル

　
　
３
皆
挽
楯
一
逃
還
（
７
７
行
）

　
　
　
ケ
　
ル
　
　
　
ノ
　
ニ

　
　
４
迩
蹄
於
夫
家
一
（
脳
行
一

　
　
５
以
天
慶
二
年
十
一
月
廿
一
日
（
獅
行
）

　
　
６
以
天
慶
二
季
二
月
十
一
日
一
洲
行
）

　
「
十
廿
」
の
用
例
！
５
の
う
ち
９
例
が
「
興
十
廿
王
」
で
あ
る
が
、
「
興
世
王
」
の

　
　
　
　
真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て

例
も
３
例
あ
っ
て
、
逆
に
「
宿
十
廿
」
「
十
廿
問
」
の
よ
う
に
「
興
十
廿
王
」
以
外
の

語
の
表
記
も
あ
り
、
「
十
廿
」
は
「
興
十
廿
王
」
専
用
と
い
う
の
で
は
な
い
。
「
年
」

と
「
季
」
は
、
使
用
度
数
が
、
他
の
二
っ
の
組
で
は
そ
れ
ぞ
れ
同
数
、
あ
る
い

は
ほ
ぼ
同
数
（
逃
と
逃
は
各
３
例
、
世
と
十
廿
は
１
３
例
と
１
５
例
一
で
あ
る
の
に

対
し
て
「
年
」
は
３
７
例
、
「
季
」
は
３
例
と
偏
り
が
み
え
は
す
る
が
、
５
，
６

の
例
か
ら
も
「
年
」
と
「
季
」
と
に
書
き
分
け
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
右
の
三
組
の
漢
字
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
語
を
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
通

行
の
字
体
に
あ
ら
た
め
る
と
い
う
校
訂
方
針
を
あ
げ
て
お
け
ば
、
「
十
廿
」
「
逃
」

「
季
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
世
」
「
逃
」
「
年
」
に
統
一
し
て
も
い
い
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。
し
か
し
、
以
下
に
述
べ
る
三
組
の
漢
字
は
、
複
数
の
字
体
を
認
め

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二

　
　
７
千
除
人
之
兵
一
８
３
行
一

　
　
８
将
門
随
兵
僅
千
余
人
（
醐
行
一

　
鈴
木
恵
氏
の
い
わ
れ
る
コ
一
つ
の
字
体
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
余
」
と

「
除
」
は
、
７
，
８
の
例
の
よ
う
に
、
同
一
の
語
を
表
記
し
て
い
て
、
上
記
の

三
組
の
漢
字
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
例
に
も
、
「
五
百
饒
家
」

「
六
十
除
人
」
「
八
十
余
人
」
「
三
千
余
端
」
「
八
十
余
騎
」
な
ど
が
あ
り
、
一
数

字
十
〇
十
助
数
詞
一
の
○
に
は
「
余
」
「
鹸
」
の
い
ず
れ
も
が
用
い
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
五



　
　
　
　
真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て

と
こ
ろ
が
、
９
，
１
０
，
ｕ
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
ア
マ
リ
ア
リ
」
「
ユ
ウ
ヨ
」

（
ｕ
）
の
表
記
に
は
「
鹸
」
が
用
い
ら
れ
て
、
「
余
」
に
は
そ
の
よ
う
な
例
は
な

い
。
す
な
わ
ち
、
「
有
鹸
」
と
い
う
漢
字
連
結
で
は
「
鎗
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、

「
余
」
は
用
い
ら
れ
な
い
と
言
え
そ
う
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ス
ル
コ
ト
　
　
ー

　
　
９
彼
介
愛
－
興
　
有
饒
一
（
蝸
行
）

　
　
　
ノ
リ
　
　
リ
ソ
ラ
ニ

　
　
ー
Ｏ
火
煙
昇
而
有
鹸
一
於
天
一
（
蜥
行
）

　
　
ｕ
所
焼
一
之
芥
子
七
斜
有
鹸
（
仙
行
）

　
『
侃
文
韻
府
』
は
「
有
鹸
」
の
例
に
、
詩
経
、
礼
記
、
周
礼
、
史
記
、
後
漢

書
、
南
史
、
北
史
、
老
子
、
荘
子
、
白
居
易
、
杜
甫
な
ど
の
例
を
引
く
。
ま
た
、

『
大
漢
和
辞
典
』
は
勝
竃
経
の
例
を
載
せ
る
。
さ
ら
に
、
「
幸
遇
恩
鹸
頼
一
（
幸

二
恩
鹸
の
頼
二
遇
ひ
テ
）
」
（
蝸
行
）
と
、
漢
語
め
か
し
た
と
思
わ
れ
る
「
恩

鯨
」
と
い
う
漢
字
連
結
語
が
見
え
る
。

　
周
知
の
と
お
り
、
中
国
に
お
い
て
は
、
「
余
」
は
、
一
人
称
「
ワ
レ
」
の
意

味
で
あ
り
、
「
ア
マ
リ
」
の
意
味
は
「
鹸
」
で
あ
っ
て
、
「
余
」
に
は
「
ア
マ

リ
」
の
意
味
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
色
葉
字
類
抄
』
（
中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
編

『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
　
　
本
文
／
索
引
編
　
　
』
風
問
書
房
）
、

『
類
聚
名
義
抄
』
（
正
宗
敦
夫
編
『
類
聚
名
義
抄
』
風
問
書
房
』
）
に
は
っ
ぎ
の

よ
う
に
、
「
余
」
に
「
ア
マ
リ
」
の
例
が
見
え
る
。
な
お
、
引
用
に
当
た
っ
て

は
、
印
刷
の
便
宜
を
考
え
二
行
割
り
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
一
行
書
き
に
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
六

　
　
１
２
我
ワ
レ
己
電
吾
言
朕
台
儂
耶
予
余
已
上
同
　
　
（
字
類
抄
　
上
巻
ワ
人
事
）

　
　
１
３
鎗
ア
マ
ル
（
字
類
抄
　
下
巻
ア
員
数
）

　
　
１
４
余
音
僚
ワ
レ
予
ア
マ
レ
リ
タ
ツ
（
名
義
抄
　
僧
中
　
八
九
）

　
　
１
５
蟻
鹸
俗
正
音
余
ア
マ
ル
レ
リ
ノ
コ
ル
ミ
ナ
ホ
カ
ユ
タ
カ
ナ
リ
和
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
義
抄
　
僧
上
　
八
七
）

　
『
色
葉
字
類
抄
』
『
類
聚
名
義
抄
』
の
い
づ
れ
に
も
、
「
饒
」
に
は
「
ワ
レ
」

の
訓
は
な
く
、
「
鹸
」
は
「
ア
マ
リ
」
専
用
で
あ
る
。
「
ア
マ
リ
」
に
お
い
て
、

二
字
は
共
通
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
現
行
字
体
に
改
め
る
」
と
い
う
校
訂
方

針
で
「
鹸
」
を
「
余
」
に
直
し
て
い
い
か
と
な
る
と
、
７
の
場
合
に
は
問
題
は

な
い
が
、
９
，
１
０
，
ｕ
の
「
有
鎗
」
や
「
恩
鹸
」
の
「
鎗
」
に
つ
い
て
は
、

「
ア
マ
リ
」
の
意
味
で
は
あ
る
が
、
漢
語
で
あ
っ
た
り
、
漢
語
め
か
し
た
語
で

あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
「
余
」
と
は
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
、
「
余
」
に
あ
ら
た
め
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
っ
ま
り
、
漢
字
本
来
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
違
っ
た
文
字
で
、
通
用
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
「
余
」
「
饒
」
を
、
我
国
で
は
通
用
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
真

福
寺
本
将
門
記
に
お
い
て
は
、
「
ア
マ
リ
」
の
意
味
を
含
む
漢
語
、
あ
る
い
は

漢
語
的
な
語
の
表
記
に
は
、
通
用
さ
せ
ず
に
も
っ
ぱ
ら
「
鹸
」
を
用
い
て
い
た

の
で
あ
る
。
通
用
し
な
い
場
合
も
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
複
数
字
体
で
あ
る

「
世
・
十
廿
」
「
逃
・
逃
」
「
年
・
季
」
と
は
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



　
な
お
、
笠
栄
治
氏
『
陸
奥
話
記
校
本
と
そ
の
研
究
』
（
桜
楓
社
　
一
九
六
六

年
）
、
三
保
忠
夫
氏
「
『
尾
張
国
解
文
』
宝
生
院
李
－
１
漢
字
索
引
　
　
」
（
「
訓

点
語
と
訓
点
資
料
」
７
４
輯
　
一
九
八
五
年
）
に
よ
っ
て
、
『
尊
経
閣
文
庫
本
陸

奥
話
記
』
、
『
真
福
寺
本
尾
張
国
解
文
』
を
検
索
す
る
と
、
二
書
と
も
に
、
「
余
」

「
鹸
」
の
字
体
が
「
ア
マ
リ
」
の
表
記
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
「
ア
マ
リ
ア
リ
」

は
い
ず
れ
も
「
有
饒
」
（
陸
奥
話
記
３
例
、
尾
張
国
解
文
－
例
）
と
あ
る
。

　
「
余
」
は
「
鹸
」
の
篇
を
省
略
し
た
省
文
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
仮
に

省
文
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
有
験
」
「
恩
鹸
」
に
は
省
文
を
用
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る

　
　
　
　
三

　
こ
の
節
で
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
中
国
に
お
い
て
通
用
さ
れ
て
い
た
二

っ
の
文
字
を
、
区
別
し
て
用
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
例
に
っ
い

て
で
あ
る
。

　
　
１
６
煙
火
気
也
従
火
婁
烏
前
切
墨
従
因
（
陳
昌
治
刻
本
『
説
文
解
字
』
中
華
書
局
香

　
　
　
港
分
局
発
行
）

　
　
１
７
姻
俗
霊
誓
反
臭
也
火
気
也
泉
也
（
『
龍
禽
手
鑑
』
中
華
書
局
影
印
本
）

　
　
１
８
姻
曇
亦
作
隻
（
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
巻
中
』
古
辞
書
音
義
集
成
汲

　
　
　
古
書
院
）

　
　
１
９
煙
於
農
火
気
姻
同
上
（
『
蒙
隷
万
象
名
義
』
峨
オ
　
高
山
寺
資
料
叢
書
）

　
　
　
　
真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て

　
１
７
の
『
龍
読
手
鑑
』
に
よ
る
と
、
「
姻
」
は
「
煙
」
の
俗
字
で
あ
り
、
「
煙
」

と
「
姻
」
と
は
通
用
字
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
次
の
例
は
そ
の
具
体
的
な

例
で
あ
る
。
２
０
は
、
『
文
選
』
の
本
文
「
遂
登
二
君
芋
峯
首
一
遡
若
レ
升
二
雲
倒
一
」

の
李
善
注
に
み
え
る
例
で
あ
る
。

　
　
２
０
論
衡
日
。
天
審
レ
気
気
如
レ
雲
曹
子
建
述
仙
詩
日
遊
将
レ
升
二
雲
倒
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宋
淳
煕
本
　
巻
二
六
１
３
ー
オ
）

ま
た
、
２
ー
は
変
字
法
と
見
ら
れ
る
例
で
あ
り
、
２
２
，
２
３
は
類
似
表
現
に
お
け
る

使
用
例
で
あ
る
。

　
　
２
１
乃
到
二
龍
所
一
。
両
龍
見
レ
之
。
大
怒
便
変
化
出
レ
煙
。
須
央
復
出
レ
火
。

　
　
　
目
連
以
二
仏
意
一
亦
変
化
。
出
レ
姻
必
続
二
両
龍
三
重
↓
（
『
龍
王
兄
弟
経
』

　
　
　
大
正
新
俺
大
蔵
経
）

　
　
２
２
煙
を
見
（
る
）
こ
と
得
（
る
）
を
以
て
（
『
高
山
寺
本
大
砒
盧
遮
那
経

　
　
　
疎
』
永
保
点
　
巻
三
－
棚
行
　
高
山
寺
資
料
叢
書
）

　
　
　
ケ
フ
リ

　
　
２
３
姻
を
見
て
火
を
知
（
る
）
か
如
し
（
同
右
　
巻
三
－
欄
行
）

　
『
新
撰
字
鏡
』
（
京
都
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
編
　
臨
川
書
店
）
、
『
和
名
類

聚
抄
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
姻
畑
煙
字
」
（
天
治
本
巻
一
１
２
ー
オ
）
、
「
四
聲
字
苑

云
姻
警
反
字
亦
作
煙
和
名
介
布
利
」
（
巻
＝
一
燈
火
旦
一
第
一
五
七
）
と
あ
り
、
『
色
葉
字

類
抄
』
に
は
「
煙
ヶ
フ
リ
行
栽
馬
前
反
又
乍
姻
」
（
中
巻
　
ケ
天
象
）
と
あ
っ
て
、
中

国
の
正
体
字
、
異
体
字
の
関
係
を
紹
介
、
継
承
し
て
い
る
と
い
え
る
。
っ
ぎ

に
列
挙
す
る
訓
点
資
料
か
ら
は
、
辞
書
に
み
え
る
の
と
同
様
で
あ
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
七



　
　
　
　
真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て

が
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
ド
　
　
　
ケ
フ
リ

　
　
２
４
以
レ
交
薪
焼
二
於
竈
刊
其
姻
－
気
、
遠
薫
（
築
島
裕
　
石
塚
晴
通
氏
翻
刻

　
　
岩
崎
本
『
日
本
書
紀
』
巻
二
三
　
貴
重
本
刊
行
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
２
５
或
は
寒
－
林
（
の
）
姻
絶
（
え
）
タ
ル
た
る
（
さ
る
）
一
不
一
庭
に
於
て

　
　
　
ス
（
『
高
野
山
西
南
院
蔵
蘇
悉
地
掲
羅
経
』
延
久
三
年
奥
書
　
西
崎
亨

　
　
氏
釈
文
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
８
５
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
フ
リ

　
　
２
６
後
に
當
に
浬
繋
に
入
る
こ
と
姻
蓋
（
き
）
て
燈
滅
す
る
か
如
し
と

　
　
　
（
『
立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
古
点
』
巻
一
四
　
門
前
正
彦
氏
釈
文
『
訓
点

　
　
　
語
と
訓
点
資
料
』
別
刊
第
４
）

　
と
こ
ろ
が
、
真
福
寺
本
将
門
記
の
場
合
は
、
次
の
二
つ
の
例
が
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
「
煙
」
と
「
姻
」
と
の
間
に
は
書
き
分
け
が
あ
り
、
二
っ
の
漢
字
は

通
用
字
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
２
９
，
３
１
，
３
２
の
「
煙
」

「
姻
」
の
字
は
楊
守
敬
旧
蔵
本
（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
）
も
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
ノ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ハ
　
テ
　
　
　
　
フ

　
　
２
７
其
日
火
聲
論
雷
一
施
響
一
其
時
煙
色
争
雲
一
覆
空
一
（
ｕ
行
）

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
ノ

　
　
２
８
山
王
交
煙
一
隠
於
巖
後
一
（
１
２
行
）

　
　
　
ハ
ハ
ル
カ
ニ
　
　
　
ヘ
ル

　
　
２
９
煙
選
　
如
掩
空
一
之
雲
一
（
ｍ
行
）

　
　
　
ノ
リ
テ
　
リ
ソ
ラ
ニ

　
　
３
０
火
煙
昇
而
有
鹸
一
於
天
一
（
蜥
行
）

　
　
　
ハ
　
　
エ
ニ
一
　
テ

　
　
３
１
夜
民
姻
絶
煙
一
（
ｍ
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
工
・
　
ヒ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
３
２
三
百
余
之
宅
姻
滅
作
於
一
旦
之
煙
一
（
湖
行
）

　
す
な
わ
ち
、
「
煙
」
は
和
語
「
ケ
フ
リ
」
を
表
記
し
て
い
る
が
、
「
姻
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
八

「
民
姻
」
「
宅
姻
」
と
い
う
漢
字
語
の
構
成
要
素
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
「
民
姻
」
「
宅
姻
」
は
、
『
侃
文
韻
府
』
に
な
く
、
『
漢
語
大

詞
典
』
の
見
出
し
語
に
も
な
い
が
、
「
民
姻
」
の
日
本
に
お
け
る
例
は
、
次
の

よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
コ
ウ
　
　
　
　
　
　
ス
ル
　
　
　
　
エ
レ
　
ク
　
フ

　
　
３
３
好
－
構
之
所
レ
損
・
民
－
姻
長
失
二
農
－
桑
之
地
一
（
『
身
延
山
本
本
朝
文

　
　
　
粋
』
巻
二
　
大
政
官
符
・
延
喜
二
年
三
月
二
二
日
汲
古
書
院
複
製
本
）

　
　
　
ク
エ
ム
ハ
　
　
ソ
ラ
ム
ニ

　
　
３
４
無
民
姻
一
者
郡
司
何
奉
レ
公
一
（
早
稲
田
大
学
本
『
尾
張
国
解
文
』
第
五

　
　
　
箇
条
　
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
）

　
　
３
５
官
物
之
究
済
者
民
姻
為
レ
カ
（
伊
賀
国
司
聴
宣
　
天
喜
四
年
三
月
二
八

　
　
　
日
　
平
安
遺
文
）

　
　
３
６
民
姻
桑
田
漸
成
二
大
河
一
今
秋
洪
水
如
レ
無
鎗
剰
一
（
東
大
寺
牒
案
　
永

　
　
　
治
元
年
十
月
二
九
日
　
同
右
）

　
　
３
７
狼
致
二
収
公
一
民
姻
逃
散
、
田
畝
荒
廃
（
鳥
羽
院
庁
下
文
書
　
康
治
元

　
　
　
年
二
一
月
二
二
日
同
右
）

　
　
３
８
虜
領
一
百
鹸
家
之
民
姻
、
令
レ
不
三
随
二
国
衙
之
所
ワ
勘
（
官
宣
旨
長

　
　
　
寛
三
年
七
月
二
三
日
　
同
右
）

　
　
　
　
ノ
　
ニ
ス
コ
フ
ル
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
フ
カ
ム
カ
　
　
エ
ム
　
　
ワ
ツ
ラ
イ
ヲ

　
　
３
９
御
預
郡
頗
　
有
亡
弊
聞
一
価
為
省
二
　
民
煙
之
煩
一
　
（
『
高
山
寺
本
古

　
　
　
往
来
』
伽
行
）

　
『
色
葉
字
類
抄
』
に
も
「
民
俗
人
倫
部
　
分
民
姻
同
」
（
黒
川
本
下
６
５
ウ
　
畳
字
）

と
あ
っ
て
、
和
化
漢
文
で
は
多
く
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で



あ
る
。
な
お
、
３
９
の
「
民
煙
」
の
例
は
、
「
熊
野
本
宮
別
当
大
衆
等
申
文
」
（
永

保
三
年
九
月
四
日
　
平
安
遺
文
一
に
も
見
え
る
。

　
「
民
姻
」
は
、
右
の
用
例
か
ら
「
民
の
家
」
「
人
民
」
（
３
９
一
の
意
味
で
あ
る

と
思
わ
れ
、
「
人
家
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
姻
。
竈
の
姻
。
転
じ
て
、
人
・
人
家
を

い
ふ
」
へ
大
漢
和
辞
典
）
と
さ
れ
る
漢
語
「
人
姻
（
煙
）
」
と
っ
な
が
る
和
製
漢

語
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
ク
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
４
０
吾
聞
昔
日
西
涼
州
、
人
煙
撲
地
桑
柘
欄
（
元
積
詩
『
侃
文
韻
府
』
所

　
　
　
引
）

　
　
４
１
今
夜
不
レ
知
二
何
虚
宿
一
平
沙
萬
里
絶
二
人
姻
一
（
峯
参
「
碩
中
詩
」
『
全

　
　
　
唐
詩
』
）

　
　
４
２
廃
村
已
見
二
人
煙
断
一
荒
院
唯
聞
二
鳥
雀
吟
一
一
「
和
左
金
吾
将
軍
藤
緒

　
　
　
嗣
過
交
野
離
宮
感
旧
作
」
凌
雲
集
　
本
問
洋
一
氏
編
『
凌
雲
集
索
引
』

　
　
　
和
泉
書
院
）

　
　
４
３
故
関
析
罷
人
煙
稀
、
古
蝶
荒
涼
鯵
二
楊
柳
一
一
「
故
関
柳
」
文
華
秀
麗
集

　
　
　
芳
賀
紀
雄
編
『
文
華
秀
麗
集
索
引
』
和
泉
書
院
一

　
と
こ
ろ
で
、
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
の
「
民
姻
」
「
宅
姻
」
の
「
姻
」
の
訓
は

「
エ
＞
」
と
あ
る
が
、
『
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
』
（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
の
複

製
）
に
は
、
い
ず
れ
も
「
カ
マ
ト
」
の
訓
が
あ
る
。

　
『
色
葉
字
類
抄
』
『
類
聚
名
義
抄
』
に
も
、
「
姻
」
に
は
「
カ
マ
ト
」
の
訓
が

見
え
る
。
し
か
し
、
『
色
葉
字
類
抄
』
は
、
「
煙
」
（
ケ
天
象
）
で
は
、
異
体
字

　
　
　
　
　
真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て

と
し
て
「
姻
」
を
上
げ
て
い
る
が
、
「
姻
」
（
カ
地
儀
）
で
は
、
同
じ
意
味
を
も

っ
た
字
と
し
て
「
竈
」
が
あ
げ
ら
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
色
葉
字
類
抄
』
で

は
、
「
ケ
フ
リ
」
か
ら
は
「
煙
」
「
姻
」
の
両
方
の
字
が
見
え
る
が
、
「
カ
マ
ト
」

か
ら
は
「
姻
」
し
か
見
え
て
こ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
４
４
姻
ヵ
マ
ト
民
　
封
　
竈
同
又
ヵ
マ
（
『
色
葉
字
類
抄
』
上
９
２
オ
　
カ
地
儀
一

　
　
４
５
姻
焼
麦
也
ｈ
音
燕
廣
カ
マ
ト
ケ
フ
リ
モ
ユ
和
エ
ン
煙
二
正
一
『
類
聚
名
義
抄
』

　
　
　
仏
下
末
一

　
書
写
が
二
一
八
一
年
で
、
現
存
写
本
の
な
か
で
最
も
古
い
写
本
で
あ
る
『
早

稲
田
大
学
本
尾
張
国
解
文
』
に
は
七
例
の
「
畑
」
が
見
え
る
が
、
「
エ
ン
」
と

読
ん
だ
例
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
３
４
の
例
の
第
五
箇
条
の
み
で
、
例
示
し
た
箇

所
に
続
い
て
、
「
価
拾
離
散
之
姻
、
准
留
跡
之
姻
、
僅
万
之
一
也
（
価
チ
離
散

の
姻
を
拾
テ
、
留
跡
の
姻
二
准
レ
ハ
、
僅
二
万
の
一
な
り
」
と
あ
る
が
、
前
者

に
は
「
カ
マ
ト
」
、
後
者
に
は
「
ト
」
訓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
他
の
二
例
に

も
「
ト
」
あ
り
、
他
の
二
例
に
は
訓
が
な
い
。
早
稲
田
本
の
欠
損
部
に
は
、
他

本
に
よ
れ
ば
、
三
例
の
「
姻
」
が
み
え
る
が
、
東
大
史
料
編
纂
所
本
（
日
本
思

想
大
系
に
よ
る
）
、
真
福
寺
本
一
名
古
屋
温
故
会
の
複
製
）
で
は
、
一
例
が

「
一
姻
（
エ
ン
）
」
と
あ
り
、
他
の
二
例
に
は
訓
が
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
カ
マ
ト
」
の
訓
を
持
っ
「
姻
」
で
あ
る
が
、
す
で
に
見
た

よ
う
に
、
漢
字
「
姻
」
に
は
「
竈
」
の
意
味
は
な
く
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、

仏
典
、
漢
籍
の
訓
点
資
料
の
「
姻
」
に
は
「
カ
マ
ト
」
の
訓
は
な
い
。
和
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
九



　
　
　
　
真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て

「
か
ま
ど
（
か
ま
）
」
は
、
万
葉
集
に
一
例
、
貧
窮
問
答
歌
（
巻
五
脱
）
に
「
可

麻
度
に
は
　
火
気
吹
き
立
て
ず
　
甑
に
は
　
蜘
蛛
の
巣
か
き
て
　
飯
炊
く
　
こ

と
も
忘
れ
て
」
（
小
島
憲
之
氏
他
『
万
葉
集
　
訳
文
篇
』
塙
書
房
）
と
あ
り
、

和
名
抄
に
は
「
竈
　
四
聲
字
苑
云
竈
則
到
反
奥
嵩
和
名
加
萬
炊
曇
処
也
」
（
元
和
三
年

古
活
字
版
　
巻
一
二
燈
火
器
第
一
五
八
　
勉
誠
社
文
庫
）
と
あ
る
。
ま
た
、
東

大
寺
出
土
の
木
簡
の
中
に
、
「
竈
丈
マ
□
□
　
竈
　
波
太
安
万
呂
」
の
よ
う
な
、

竈
の
係
の
名
前
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
（
木
簡
学
会
『
日
本
古
代
木
簡
選
』
岩

波
書
店
　
一
九
九
〇
年
）
も
の
が
あ
る
。

　
「
姻
」
に
「
カ
マ
ド
」
の
訓
が
み
え
る
の
は
、
い
っ
頃
か
ら
か
と
い
う
こ
と

は
、
十
分
な
調
べ
が
っ
い
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
『
古
事
記
』
「
秋
山

之
下
氷
壮
夫
と
春
山
之
霞
壮
夫
」
の
節
に
は
、
小
林
芳
規
氏
（
日
本
思
想
大

系
）
は
「
ケ
ブ
リ
」
と
読
ま
れ
、
倉
野
憲
司
氏
（
岩
波
文
庫
）
、
西
宮
一
民
氏

（
桜
楓
社
）
は
「
カ
マ
ド
」
、
武
田
裕
吉
氏
（
角
川
文
庫
）
は
「
ヘ
ツ
ヒ
」
と
読

ま
れ
て
い
る
４
６
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
　
４
６
如
此
令
誼
置
於
姻
上
（
カ
ク
ト
コ
ヒ
テ
カ
マ
ド
ノ
ウ
ヘ
ニ
オ
カ
シ
メ

　
　
　
キ
）
（
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
中
巻
８
３
オ
）

　
し
か
し
、
こ
こ
は
直
接
竈
の
上
に
置
か
な
く
て
も
、
煙
に
く
べ
る
こ
と
で
呪

っ
た
（
誼
）
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
ケ
フ
リ
ノ
ウ
ヘ
」
で

も
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
上
述
し
た
よ
う
に
漢
字
「
姻
」
に
は
竈

の
意
味
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
を
「
カ
マ
ド
」
「
ヘ
ツ
ヒ
」
と
訓
む
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
〇

と
は
い
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「
竈
」
で
想
起
さ
れ
る
仁
徳

天
皇
の
故
事
も
、
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
紀
四
年
春
二
月
に
「
今
朕
臨
二
億
兆
一

於
弦
三
年
。
類
音
不
レ
玲
、
炊
姻
韓
疎
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
見
え
る

漢
語
「
炊
姻
」
は
、
兼
右
本
で
は
「
イ
ヒ
カ
シ
ク
ケ
フ
リ
」
と
訓
が
あ
り
、

『
古
事
記
』
で
は
「
於
レ
是
天
皇
、
登
二
高
山
一
見
二
四
方
之
国
一
詔
之
、
於
二
国

中
一
姻
不
レ
発
、
国
皆
貧
窮
」
（
下
巻
岩
波
文
庫
）
と
あ
り
、
武
田
、
倉
野
、

小
林
氏
と
も
に
「
ケ
フ
リ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。

　
色
葉
字
類
抄
、
類
聚
名
義
抄
以
外
の
辞
書
で
、
「
姻
」
に
「
カ
マ
ド
」
の
訓

を
載
せ
る
も
の
を
あ
げ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
４
７
姻
カ
マ
ト
民
姻
（
世
俗
字
類
抄
　
カ
地
　
天
理
図
書
館
蔵
本
）

　
　
　
カ
マ
ト

　
　
４
８
姻
民
竈
（
世
俗
字
類
抄
　
カ
地
　
東
大
国
語
研
究
室
蔵
本
　
東
京
大

　
　
　
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
）

　
　
４
９
煙
筒
一
略
一
ヶ
フ
リ
モ
ユ
カ
マ
ト
（
字
鏡
集
　
龍
谷
大
学
本
　
龍
谷
大
学
善
本

　
　
　
叢
書
）

　
　
５
０
姻
エ
ン
反
ヶ
フ
リ
ヵ
マ
ト
（
拾
篇
目
集
　
北
恭
昭
編
『
倭
玉
篇
五
本
和
訓
集

　
　
　
成
』
汲
古
書
院
　
一
九
九
四
年
）

　
　
５
１
姻
ヶ
ム
リ
ヵ
マ
ト
ェ
ン
（
玉
篇
要
略
集
　
同
右
）

　
　
５
２
姻
エ
ン
云
ヵ
マ
ト
ヶ
フ
リ
（
音
訓
篇
立
　
同
右
）

　
　
　
カ
マ
ト

　
　
５
３
姻
（
温
故
知
新
書
　
中
田
祝
夫
　
根
上
剛
士
氏
編
『
中
世
古
辞
書
四
種

　
　
　
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
風
問
書
房
）



　
４
９
の
字
鏡
集
が
「
煙
」
に
カ
マ
ド
の
訓
を
載
せ
て
い
る
の
は
、
掲
出
字
の
整

理
の
際
、
姻
に
あ
っ
た
も
の
を
整
理
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

文
明
本
節
用
集
（
中
田
祝
夫
『
改
定
新
版
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』

勉
誠
杜
）
、
下
学
集
（
中
田
祝
夫
『
古
本
下
学
集
七
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』

風
問
書
房
）
に
は
、
カ
マ
ド
に
「
姻
」
を
あ
て
た
も
の
は
な
く
、
カ
マ
ド
に
は

「
竈
」
の
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
倭
玉
篇
の
類
で
も
、
玉
篇
略
、
米

沢
文
庫
本
倭
玉
篇
は
、
カ
マ
ド
の
訓
を
載
せ
て
い
な
い
（
北
恭
昭
編
前
掲
書
）
。

辞
書
の
記
載
の
具
体
例
が
、
『
仙
源
抄
』
に
「
い
へ
か
ま
ど
　
家
姻
也
」
（
新
校

群
書
類
従
）
と
見
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
民
姻
」
「
宅
姻
」
の
「
姻
」
は
、
「
カ
マ
ト
」

を
表
記
し
た
漢
字
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
用
例
３
１
の
後
に
、
「
所
遺
民
家
為
仇

皆
悉
焼
亡
（
遺
ル
所
ノ
民
家
仇
ノ
為
に
皆
悉
く
焼
亡
シ
ヌ
）
」
（
ｍ
行
）
と
あ
る

の
で
、
「
民
姻
」
は
、
「
民
家
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
真
福
寺
本
将
門
記
の
欠
損
部
を
『
扶
桑
略
記
』
の
記

事
で
補
え
る
箇
所
が
、
『
扶
桑
略
記
』
で
は
「
蟄
屋
焼
者
迷
姻
不
去
」
（
天
慶
二

年
十
一
月
二
一
日
　
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
と
あ
っ
て
、
「
ケ
フ
リ
」
に
「
姻
」

の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
は
、
将
門
記
に
よ
っ
た
こ
と

を
示
す
「
合
戦
章
云
」
が
な
い
こ
と
や
、
「
合
戦
章
云
」
と
あ
る
箇
所
に
お
い

て
も
、
国
史
大
系
が
頭
注
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
将
門
記
そ
の
も
の
と
は
本

文
に
異
同
が
あ
り
、
『
扶
桑
略
記
』
の
「
迷
姻
不
去
」
が
将
門
記
の
本
文
で
あ

　
　
　
　
　
真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て

っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
『
風
土
記
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
は
５
４
の
「
ケ
ブ
リ
」
の
意
味

の
「
姻
」
の
他
に
、
５
５
の
よ
う
な
戸
（
家
）
を
数
え
る
助
数
詞
と
思
わ
れ
る

　
　
　
　
注

「
姻
」
が
あ
り
、
太
政
官
符
に
も
同
様
の
「
姻
」
が
あ
る
（
５
７
）
。
こ
の
用
法
の

起
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
に
っ
い
て
は
、
既
刊
の
漢
和
辞
典
の
類
に
も
注
記
が

な
く
、
考
察
が
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
吉
野
政
治
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
、

新
羅
民
政
文
書
に
も
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
姻
」
が
、
「
民
姻
」

の
成
立
に
あ
ず
か
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
詳
し

く
考
察
す
る
資
料
を
持
た
な
い
の
で
、
『
風
土
記
』
の
例
（
５
５
）
の
よ
う
な
用

法
の
考
察
は
後
日
を
期
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
５
４
若
有
二
荒
城
之
姻
一
者
去
廃
二
海
中
一
時
姻
射
レ
海
而
流
之
一
常
陸
国

　
　
　
行
方
郡
）

　
　
５
５
四
面
絶
海
　
山
野
交
錯
　
戸
一
十
五
姻
　
田
七
八
町
鹸
（
常
陸
国
　
信

　
　
　
太
郡
）

　
　
５
６
神
戸
六
十
五
姻
本
八
戸
嚢
天
皇
之
世
袈
五
十
戸
一
以
下
略
、
（
常
陸
国
　
香
島
郡
）

　
　
５
７
而
或
終
身
不
レ
販
。
或
挙
レ
家
離
散
。
一
人
被
レ
点
一
姻
永
絶
。
差
送
之

　
　
　
弊
室
家
梢
小
（
太
政
官
符
天
安
三
年
三
月
二
二
日
　
類
聚
三
代
格

　
　
　
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

　
　
５
８
奉
二
幣
於
伊
勢
以
下
諸
杜
↓
奉
二
封
戸
廿
五
姻
於
石
清
水
八
幡
宮
↓
依
レ

　
　
　
祈
二
兵
乱
一
也
。
（
日
本
紀
略
天
慶
三
年
八
月
二
八
日
　
新
訂
増
補
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
一



　
　
　
　
真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て

　
　
史
大
系
）

以
上
を
要
約
す
る
に
、
「
姻
」
を
カ
マ
ド
と
す
る
の
は
、
後
世
の
人
の
読
み

で
あ
っ
て
、
真
福
寺
本
か
ら
推
察
す
る
に
将
門
記
の
原
作
者
に
と
っ
て
、
「
煙
」

は
、
「
ケ
ブ
リ
」
を
表
記
す
る
漢
字
で
、
「
姻
」
は
「
煙
」
の
異
体
字
で
は
な
く

て
字
音
「
エ
ン
」
を
表
記
す
る
漢
字
で
、
「
姻
気
・
炊
姻
・
姻
烙
」
、
さ
ら
に

「
民
姻
・
宅
姻
」
と
い
っ
た
漢
語
、
あ
る
い
は
和
製
漢
語
の
構
成
要
素
と
し
て

理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
中
国
に
お
い
て
は
、
音
、
義
を
共
通
す
る
異
体
字
で
あ
る
字
体
の
一
方
を
、

和
語
を
表
記
す
る
常
用
漢
字
に
、
他
の
一
方
を
、
漢
字
語
の
構
成
要
素
の
字
音

を
表
す
漢
字
と
し
て
用
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
一
」
う
し
た
類
の
漢
字
と
し

て
、
真
福
寺
本
将
門
記
に
は
、
他
に
「
悦
」
と
「
塊
」
が
あ
る
。

　
　
　
　
ノ
　
　
ハ
　
リ
ハ
テ
テ
　
　
ヌ

　
　
４
３
下
総
国
兵
盆
悦
早
去
（
蝸
行
）

　
　
　
ニ
　
　
ア
ラ
ハ
ニ
ス
ル
　
　
ハ
チ
ヲ

　
　
４
４
急
取
裸
形
一
之
娩
一
（
湖
行
）

　
　
　
　
カ
ク
サ
ム
カ
　
　
　
ノ

　
　
４
５
為
匿
　
女
人
塊
一
（
螂
行
）

　
「
悦
」
は
一
例
で
、
他
の
七
例
す
べ
て
「
娩
」
で
あ
る
が
、
次
の
例
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、
「
悦
」
と
「
娩
」
と
は
異
体
字
で
あ
る
。
『
身
延
山
本
本
朝
文

粋
』
に
は
、
「
悪
、
漸
、
塊
」
が
見
え
、
用
法
に
お
け
る
区
別
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
４
６
悦
暫
九
位
反
本
亦
作
察
繋
云
不
直
夫
籍
姦
穣
也
（
爾
雅
音
義
『
新
校
索
引
経
典
釈

　
　
　
文
』
所
引
　
学
海
出
版
社
）

　
　
４
７
葱
ハ
ツ
ハ
チ
悦
又
作
塊
恥
差
一
以
下
略
一
（
色
葉
字
類
抄
　
上
二
四
ウ
　
ハ
人
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
一
一

真
福
寺
本
将
門
記
で
は
、
「
娩
」
の
八
例
す
べ
て
が
和
語
「
ハ
ヂ
」
の
表
記

に
、
「
悦
」
は
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
漢
字
語
「
盆
悦
」
の
構
成
要
素
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
『
将
門
記
　
研
究
と
資
料
』
（
古
典
遺
産
の
会
編
　
新
読
書
社

一
九
六
三
年
）
に
は
、
「
恥
」
と
比
べ
て
、
「
塊
」
は
、
兵
士
の
暴
行
を
描
写
す

る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
「
盆
悦
」
は
、
『
侃
文
韻
府
』

に
な
く
、
『
色
葉
字
類
抄
』
の
畳
字
に
も
見
え
な
い
漢
字
語
で
あ
る
が
、
字
順

が
逆
に
な
っ
た
「
悦
盆
」
は
『
侃
文
韻
府
』
に
『
宋
史
』
の
例
が
あ
が
っ
て
い

る
。
真
福
寺
本
将
門
記
で
は
、
「
（
い
か
）
リ
ハ
チ
テ
」
と
訓
読
し
て
い
る
が
、

「
饒
」
が
「
有
鹸
」
「
恩
饒
」
に
、
「
姻
」
が
「
民
姻
」
「
宅
姻
」
の
表
記
に
用
い

ら
れ
て
い
る
の
と
、
事
情
を
同
じ
く
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

四
ま
と
め

　
将
門
記
の
漢
字
の
用
法
に
は
、
漢
字
本
来
の
用
法
と
し
て
は
通
用
し
な
い
字

を
通
用
さ
せ
な
が
ら
、
漢
字
語
に
は
本
来
の
漢
字
の
用
法
に
か
な
っ
た
字
を
用

い
た
も
の
、
逆
に
、
通
用
さ
せ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
漢
字
を
、
和
語
の
表
記
と

漢
字
語
の
表
記
に
区
別
し
て
用
い
て
い
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
、
「
余
」
と

「
鹸
」
、
「
煙
」
と
「
姻
」
・
「
塊
」
と
「
悦
」
を
例
に
考
察
し
た
。
叙
述
が
、
将

門
記
筆
者
の
工
夫
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
考
察
の
対
象
を
広
く

と
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
尊
経
閣
文
庫
本
『
陸
奥
話
記
』
も
「
交
煙
悲
泣
」
、
「
姻
烙
如



飛
」
と
あ
っ
て
、
「
煙
」
は
「
ケ
ブ
リ
」
を
「
姻
」
は
「
姻
娼
」
と
漢
字
語
を

表
記
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
身
延
山
本
本
朝
文
粋
』

は
「
煙
」
も
「
煙
○
・
○
煙
」
と
熟
語
の
場
合
も
「
煙
」
で
あ
り
、
右
に
述
べ

て
き
た
こ
と
が
、
和
化
漢
文
に
の
み
言
え
る
こ
と
で
あ
る
の
か
否
か
も
含
め
て
、

平
安
時
代
の
他
の
漢
字
文
献
の
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
い
ま
、
そ
の
準
備
が
な
い
ま
ま
に
、
『
真
福
寺
本
将
門

記
』
に
お
け
る
事
実
を
と
お
し
て
、
日
本
語
の
歴
史
に
お
け
る
漢
字
受
容
の
問

題
の
一
端
に
つ
い
て
述
べ
た
。

注
　
三
木
雅
博
氏
は
、
「
教
訓
書
『
仲
文
章
』
の
世
界
一
下
一
　
　
平
安
朝
漢
学
の
底
流

　
　
」
一
国
語
国
文
　
六
三
巻
六
号
　
一
九
九
四
年
六
月
一
に
お
い
て
、
『
続
日
本
紀
』

延
暦
十
年
＝
一
月
十
日
の
「
於
レ
是
、
牛
養
等
戸
廿
煙
依
請
賜
之
」
を
引
用
さ
れ
、

「
「
煙
」
に
は
コ
Ｐ
」
の
意
味
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
三
木
氏
は
「
煙
」
と
通
行
字

体
を
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
例
え
ぼ
、
蓬
左
文
庫
本
一
八
木
書
店
複
製
一
に
は
「
二
十

姻
」
と
あ
る
。

一
け
記
一

　
使
用
し
た
本
文
は
文
中
に
お
い
て
示
し
た
。
検
索
は
文
中
に
お
い
て
示
し
た
索
引
類

に
よ
っ
た
が
、
本
文
に
示
し
た
以
外
に
『
史
記
索
引
』
一
李
暁
光
　
李
波
主
編
　
中
国

広
播
電
視
出
版
杜
一
、
『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』
一
平
岡
武
夫
　
今
井
清
編
　
同
朋
舎
出

版
一
、
『
文
選
索
引
』
（
斯
波
六
郎
主
編
中
文
出
版
杜
一
、
『
日
本
書
紀
』
（
中
村
啓
后
編

角
川
書
店
）
、
『
続
日
本
紀
総
索
引
』
一
星
野
聡
　
村
尾
義
和
編
　
高
科
書
店
一
、
『
平
安

遺
文
索
引
編
下
』
一
東
京
堂
出
版
一
、
『
大
正
新
惰
大
蔵
経
』
第
八
巻
九
巻
・
経
集
部
上

　
　
　
　
真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て

下
を
用
い
た
ほ
か
、
検
索
の
結
果
、
用
例
の
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
既
刊
の
索
引

類
を
用
い
て
検
索
し
た
が
、
書
名
を
あ
げ
る
の
は
、
紙
幅
の
関
係
上
省
略
し
た
。

　
訓
読
文
は
、
引
用
し
た
本
文
の
読
み
に
し
た
が
っ
た
が
、
訓
点
の
施
さ
れ
て
い
な
い

も
の
に
つ
て
は
、
私
に
施
し
た
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
４
２
，
４
３
の
訓
読
は
小
島
憲
之
氏

『
王
朝
漢
詩
選
』
一
岩
波
文
庫
）
に
よ
っ
た
。

　
本
稿
は
第
鮒
回
一
一
九
九
四
年
四
月
二
四
日
一
同
志
杜
国
語
学
研
究
会
の
席
で
の
報

告
「
真
福
寺
本
将
門
記
に
見
え
る
複
数
字
体
の
漢
字
に
つ
い
て
－
　
　
「
余
」
と
「
鈴
」
、

「
煙
」
と
「
姻
」
、
「
睨
」
と
「
娩
」
　
　
」
に
も
と
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
４
６
の
解
釈

に
つ
い
て
は
、
藤
井
俊
博
氏
の
教
示
を
も
と
に
考
え
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第

醐
回
（
一
九
九
四
年
五
月
二
二
日
）
同
志
杜
国
語
学
研
究
会
で
の
玉
村
禎
郎
氏
「
『
真

字
熱
田
本
平
家
物
語
』
の
用
字
法
」
の
、
熱
田
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
悠
」
と

「
急
」
の
表
記
の
書
き
分
け
に
っ
い
て
の
発
表
は
、
本
稿
の
推
論
の
一
助
と
な
る
も
で

あ
る
。
と
も
に
、
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

一
追
記
一

　
出
稿
後
、
吉
野
政
治
氏
よ
り
、
用
例
５
６
と
同
じ
用
法
の
「
姻
」
が
、
平
川
南
氏
の

『
よ
み
が
え
る
古
代
文
書
　
　
漆
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
日
本
杜
会
　
　
』
一
岩
波
新
書

一
九
九
四
年
八
月
二
一
〇
一
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
延
暦
年
問
の
文
書
に
あ
る
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
「
平
安
時
代
漢
字
文
献
対
照
漢

字
表
」
を
冊
子
一
私
家
版
）
に
し
た
。
以
上
二
点
、
初
校
の
余
白
を
借
り
て
付
け
加
え

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

二
九
三
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